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1　ま　え　が　き

白山山系は日本でも有数の多雪地帯であるが，白山山系の降雪の資料としては，大汝峰のトーター

ライザー（積算量計）による数年の資料

しかなく，しかもまた，その観測値も捕

捉率が悪く大凡0,3～0.4ぐらいで，冬

期の白山山系の降雪を推定することは困

難である。

　過去における白山山系の積雪調査につ

いては, 1961年４月，白山調査団・気象

班のスノーサーベーの結果が報告されて

いるが，推定の域をでていない。（第１

表参照）

　本調査では1963年からl972年に至る，

10年間の河原山測水所の流量観測値（ｍ3／sec－

day）から，白山山系の一部である，河原山測

水所の流域面積（第１図の鎖線で囲まれた面積

448.19k㎡）における，冬期間の降雪を見積っ

た。また，多雪，少雪の年変動について，高層

500mb天気図の合成図解析を行ない，それぞれ

のパターンを求めたので，併せて報告したい。

２　白山山系の積雪量の推定

　第２表は河原山測水所（第１図参照）の流量

観測値（ｍ3／sec一day）から求めた平均（面積）

雨量である。各月ともダム操作のため. このま

ま利用できない。冬期の流量は自然流出とダム

放流によるもので，降雪とは無関係である。降

雪量の多少は流量の年間トータルから，雨とし

て降った量を差引き残りを一応積雪量と推定す

る方法をとった。そのため，次のような調査を

行なった。
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(1) 流域内にある唯一の観測点，白峰雨量観測所の雨量観測値が代表性があるかどうか。

(2)問題はあるが，白峰における日平均気温＋ 3℃以上を雨，＋3℃以下を雪として，雨量部分を第

２表・流量の年間トータルから差引き，残りを降雪と推定した。

(3)雪質については，平均密度を0.4として計算した。

2－1　白峰雨量観測所の代表性の検討；第３表は白山山ろく周辺の観測所（第１図）における，月別

降水量の平年値（昭和16年～45年）であるが，現在観測を続けているのは白峰と鳥越観測所の２か所

である。　この２か所の雨量観測値が第３表に掲げた. 6か所の平均雨量とどれだけの差があるか，を

調査したものが第４表で鳥越の値はかなり差があるが，白峰は平均で4％程度の差で，山ろく周辺を

代表していると考えられる。



　さらに，冬期各月について，昭和38年～42年の５か年間の，前掲５か所の降水量と白峰にける降量

　（降雪）の年ごとの変動差を調べたものが第４表である。最大25％の差はあるが，平均で10％で，降

水量の地域性を考えると，予想以上に代表性があるように考えられる。

2－2　白峰における雨と雪の判別；日平均気温3℃以上を雨,３ .O℃以下を雪と単純に考えて，統

計した。　また，冬期降雪を対称にする関係から，8月から翌年７月までの降水量について統計したの

が，第５表である。

2－3　白山山系の降雪の推定；第２表・第５表から .冬期白山山系の降雪量（相当水量）は第６

表のとおりである。調査期間中，暖冬で最も降雪の少なかった昭和38～39年の冬は，雪質密度を平均

0.4とすると，総計で9 m60cmと推定される。その年，平地の金沢では総計で2 m81㎝の降雪となり，

少雪年であった。この期間に最も多雪の年は昭和42年～43年で，平均密度を0.4とすると，白山山系

では総計46m 50cmの降雪となり，金沢では29m29cmで大雪となっている。



３　天気図の特徴

3 ― 1　里雪，山雪時の高層天気図の特性；里雪，山雪といっても，基本的には大きな変化はない。

詳細に高層500mb （5.6km）天気図をみると，山雪の場合は日本海は気圧の谷の後面に位置し，上層の

谷が日本列島の東に抜け，上層が発散場となり，そのため寒気が沈降しながらはんらんする。海面近

くは日本海より熱と水蒸気の補給をうけて，きわめて不安定で比較的湿潤であるため，雪頂が３～４

㎞の積雲の発達が盛んである。　この気流の地形による強制上昇によって，山岳地帯に多量の雪を降ら

せるものと考えられる。一般に上層寒気の中心は北海道かそれ以北に位置し，地上の気圧配置は典型

的な吹き出し型で上・下層ともNW～W風が卓越し，風もつよい。山岳による地形上昇が主因となる。

　一方里雪についてみると，高緯度から切離された上層寒気が次々と日本海に南下し，日本海西部は

谷となる。日本海で変質された下層の湿潤な気

団の上に,上層の寒気が流入すると，対流不安

定が増大し，気層の転倒を惹起し，上昇気流が

起こり. 5～6kmにも及ぶ積乱雲が発達し，平

野部に大雪を降らせる。この場合でも勿論平野

部以上に山岳部でも雪が多い。

3－2　白山山系における多雪，少雪の場合の

合成図解析；白山山系の多雪，少雪は大雑把

にみて，白峰における多雪，少雪に類似してい

る。多雪，少雪に対応する月平均500mb天気

図を加算して，共通した大気環流の特徴を抽出

しようとするのが合成図解析の目的である。

　第２図は多雪の場合について, 500mbの月平

均天気図を加算し合成したもので，実線は100

mごとに描かれた等高線，点線は25mごとに描

かれた等偏差線で，陰影の部分の0, -50とあ

るは等偏差線の値を示し一部分である。



　第３図は少雪の場合の合成図で，多雪と少雪

の環流は北半球全域にわたって著しく違ってい

る。

(1)多雪の場合の環流は極地方の500mb高度

　が平年よりかなり高く，中緯度では平年より

　低い，いわゆる低指数型の環流で，寒気の吹

　き出しがきびしい型である。

（2)少雪の場合は中緯度地方に正偏差が分布

　し，いわゆる高指数型を示し，寒気は極地方

　で育成され，中緯度地方には吹き出さないの

　で，白山山系でも少雪となるのだろう。
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